
 

 

 

 

 

 

 

 

ピンクシャツデー  
副校長  平野  千恵   

 

森の台小学校に赴任してから１年がたちました。職員室にいることが多い仕事ですが、

廊下を歩くと声を掛けられることが多くなり、嬉しく思っています。森の台の子ども達

は、気持ちの良い挨拶ができますが、私の方から声を掛けることが多いところが少し残念

です。シャイなのか、表現することをためらってしまうのか。悪いことではありません

が、「自分から行動する」ができると、森の台の子ども達はもっと成長できるはずと、期

待して見守っているところです。  

さて、話は変わりますが、5 月 23 日（月）のテレビ放送で、児童支援専任の田崎先生

からこんなお話がありました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が 1 年生を担任していたとき、うすい茶色のランドセルをとても大事に背負っていた

女の子を思い出しました。その子は自分でその色を選び、とても喜んでいました。もし、

誰かに「女の子なのにその色を選んだの？」と言われたらきっと傷ついたと思います。相

手が好きなものを認められる、相手を認めているよと表現できる、そんな森の台小学校に

なっていけたらとても素敵なことです。  

 

 

 

 

 

 

 

学校だより  
令和４年度  令和４年５月 27 日  

第３号  

 

～自 分 大 好 き  友 だち大 好 き  共 に学 ぶ子  実 践 する子 ～  

森の台小学校  

６月号   

これは、２００７年カナダの学校で起こった本当の話です。ピンクのシャツを着て登校した男の

子が、２人の男の子に「男がピンクのシャツを着ているぞ。」とからかわれていました。それを見て

いた最高学年の２人が、その子のために何かできないかを考え、寄り添うことに決めました。２人

はお小遣いを合わせて 50 枚のピンクのシャツを購入し、いじめに反対をする人に配りました。  

その活動は学校中に広がりました。最初、ピンクのシャツをからかった子たちは、自らピンクの

シャツを着て男の子に謝りに行きました。そこから、２月第４水曜日は「いじめ反対」を意味する

「ピンクシャツデー」となり、世界中に広がりました。現在は、約１８０の国や地域に広がり、世界的

キャンペーンの一つとなっています。もちろん日本でも。ピンクのシャツを着ることが難しい場合

は、ピンクの物を身に付けることでもよいのです。森の台小学校では、毎月第４水曜日をピンク 

シャツデーとして、「いじめ反対」の意思を伝えてみませんか。  

 



1 水 開校・開港記念式

2 木 開港記念日

3 金 委員会活動③

4 土
地区懇談会
こども会議ブロック打合せ

5 日

6 月 ６年修学旅行説明会

7 火 ３年遠足予備日

8 水

9 木
内科健診１・3・6年
研究会のため５時間授業
下校【全学年14：00】

10 金 クラブ活動②

11 土

12 日

13 月

14 火
不審者対応訓練
代表委員会

15 水 ５年田植え体験

16 木 耳鼻科健診（１・４年・希望者）

17 金
ふれあいタイム➂　２校時
国際平和スピーチコンテスト

18 土

19 日

20 月

21 火 授業研究会のため５時間授業

22 水

23 木
全校遠足ふれあいピクニック
給食あり・５時間授業

24 金
全校遠足予備日（27日以降順延）
クラブ活動③

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水 １・４年交通安全教室

30 木
引き取り訓練
全学年５時間授業

日 曜
日 行事

６月行事予定  

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区懇談会  ４日（土）  

学校・家庭・地域連携事業の一環として、中学校区４校  

合同の地区懇談会を実施します。本校では、交流委員会の  

代表児童が参加します。また、こども会議ブロック打合せ  

には計画委員会の代表児童が参加します。  

全校遠足  ふれあいピクニック  23 日（木）  

全校で四季の森公園にふれあいピクニックにでかけます。  

６年生のリーダーを中心に縦割りグループで準備して  

います。詳細は後日配付するお知らせをご覧ください。  

１・４年交通安全教室  29 日（水）  

緑警察署にご協力いただき、１年生は安全な歩き方、  

４年生は自転車の安全な乗り方教室を行います。他の学年  

は、交通ルールに関するビデオを視聴する予定です。交通  

安全に対する子どもたちの意識を高めていきます。  

引き取り訓練  30 日（木）  

大規模地震が起きたという想定のもと引き取り訓練を  

行います。 13： 45～ 14： 15 に保護者の方の引き取りに  

より下校となります。詳細は配付するお知らせご確認  

ください。よろしくお願いいたします。  

学校納入金について  

前期学校納入金の引き落とし日は６月２日（木）  

です。残高不足等にご注意ください。  

学校カウンセラー来校日  

学校カウンセラー  米山  乃理子先生  の来校日は、  

７日（火） AM、 14 日（火）、 21 日（火）、 28 日（火）です。  

ご相談のある方は  副校長  または  児童支援専任の  

田崎教諭  を通してお申し込みください。  

〈森の台小学校  副校長  ℡  931－ 2047〉  

７月の主な行事予定  

１日（金）委員会活動 

８日（金）クラブ活動  

13 日（水）・ 14 日（木）６年生日光修学旅行  

15 日（金）５年生西湖宿泊体験学習保護者説明会 15 時～  

19 日（火）午前授業  教育相談（希望制）  

 20 日（水）給食終了  午前授業  教育相談（希望制）  

21 日（木）夏季休業開始（～８／ 26）  教育相談（希望制）  

22 日（金）教育相談（希望制）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２日  月曜日  スポーツテスト 

 

 

 

 

 

 

 

今日からスポーツテストです。50ｍ走や立ち幅跳び、反復横跳びや上体起こし、長座体前屈などの種目に

取り組みます。今の自分の体力を確認し、健康や体力向上を考える大切な学習の機会です。  

 

５月６日  金曜日  ４年生社会科見学  

      

 

 

 

 

 

 

４年生が資源循環局都筑工場に社会科見学に出かけました。家庭から出るごみがどのように運ばれ、どの

ように処理されているのか、実際に目や耳で確かめ、学びを深めます。  

 

５月１１日  水曜日  ２年生長坂谷公園校外学習  

 

 

 

 

 

 

        

大きな遊具で遊んだり、草原をころがったり、おにごっこやだるまさんころんだをしたりして、クラスやグループ

で楽しくすごしました。  「虹だ！まっすぐな虹だ！」青空にまっすぐな虹が見えました。「環水平アーク」というそ

うです。天気に恵まれてすてきな虹も見つけることができました。  

学校教育目標  

『 自分大すき 友だち大すき 共に学ぶ子  実践する子  』  

○自分の考えをしっかりもち、困難なことにもあきらめず、自ら進んで学習する子を育てます。（知）  

○人に対して優しく思いやりをもって行動し、人の心の痛みのわかる子を育てます。（徳） 

○基本的生活習慣を身に付け、健康の保持増進を図るとともに、命あるものを大切にしようとする

子を育てます。（体） 

○地域の環境や人を大切にし、進んで人のためになる行動の取れる子を育てます。（公）  

○いろいろな人とのコミュニケーションを大切にし、よりよい生活について考える子を育てます。（開）  

学校教育目標に向かう子どもたちの姿を紹介します。  



５月13日  金曜日  音楽集会  ６年生の歌声  

 

 

 

 

 

 

 

６年生が歌う「野に咲く花のように」を１年生がにこにこしながら聴いていました。アンコールでは６年生と１

年生が一緒に歌い、みんな嬉しそうでした。歌声はもちろんですが、６年生の堂々とした歌う姿が立派でし

た。今日の発表は来週の月曜日の朝に各教室にTV放送をします。全校で歌うのが楽しみです。  

 

５月16日・17日  授業参観  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の中、授業参観にご来校いただきありがとうございました。子ども達の学習の様子を見ていただくことが

できてよかったです。 

 

５月19日  木曜日  花いっぱい活動  ２年生とPTAサポーターの皆さま 

      

 

 

 

 

 

 

花いっぱい活動は地域連携事業の一環として行われています。２年生に聞くと「まちの人が花を見て笑顔

になってほしい」「自分も人もうれしい気持ちになる」から花を植えるのだそう。花いっぱいの会の方に手順を

説明していただいてから、やさしい気持ちでマリーゴールドとポーチュラカを植えました。PTAサポーターのみ

なさんにお手伝いに来ていただきました。ご協力ありがとうございました。  


